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研究成果の概要（和文）：アニマルウェルフェアに配慮した畜産物生産、なかでも鶏卵アニマルウェルフェア対
応は、EUで先行しながら米国で急速に進展を見せている。本研究は、AW食品普及の各国の動向を、公的規制、生
産・流通・消費の構造、食品ラベルシステム、消費者意識など総合的構造として調査した。国際的比較により日
本への示唆をえた。
結果は以下の通り。第1に、鶏卵フードシステムをめぐる一般的課題の進捗状況が規定的であった。第2に、公的
規制とくに生産基準の信頼性やそれを的確に反映する食品ラベルシステムのあり方が重要であった。従って、AW
食品普及の制度設計に際しては関係各機関の十分な調整が重要であると結論づけられる。

研究成果の概要（英文）：Animal welfare-friendly livestock production is increasing worldwide, 
especially with laying hens.　In the case of laying hens, there has been a rapid growth in the AW 
egg market from California, USA, since 2015.This study clarifies implication to Japan by 
investigation of some countries trend that the penetration of AW food market. We highlighted some 
aspects of the structural system, including public regulation, production and distributions systems,
 trends of consumption, a food label system, and consumer awareness. The results are as follows. 
First, the regulation of production, distribution, and sales are important in setting AW 
regulations. Second, public rules, particularly the AW food label system, play an important role 
within certain regulations (production, sales, and audit standards).
Therefore, there is enough strategic co-operation among the governments, the industry, advocate 
groups, and consumers; the co-operation is a crucial point in the AW food system setting.

研究分野：畜産経営･経済

キーワード： 鶏卵　動物福祉　ケージ　平飼い　放飼い　認証　公的規制　フードシステム
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 こうしたもとで小売店頭調査によれば、米
国の鶏卵価格は、
PR 卵
販売される序列が形成されている．
英国のような生産・流通をめぐる公的規制は、
OR 卵を除いては明確に存在していないもの
の、民間の認証団体が複数存在し
認証している
飼養法別の価格序列が形成されていること
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方が異なるにもかかわらず混乱は生じてい
ない様にも見えるが消費者の認識にはやや
懐疑的な見解もあり更なる研究が必要であ
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には様々な要因が関わるため、2014 年 1年間
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卵に関しても低価格
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を与えたと言うことでは無かったと考えら
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年まで C 卵が過
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規制のあり

が異なるにもかかわらず混乱は生じてい
ない様にも見えるが消費者の認識にはやや
懐疑的な見解もあり更なる研究が必要であ

卵が過
44％、
卵のシェ

アが最も大きくなり今日では
率となっている．ただし
て社会的な議論が続いている．それは以前政
府が出したガイドライン面積基準よりも、実
際の流通・販売を認める
でも可としている点であり、これに対して市
民団体などは不買を呼びかけたり、鶏卵企業
でもガイドライン面積に準拠していること
をパッケージに記載して差別化を図ろうと
する企業もある．
 
⑸台湾の鶏卵

 台湾では、
普及は遅れているものの、人道認証という
に対応したラベルシステムが存在しそのも
とで
チドケージによる鶏卵が人道認證マークを
付けて一部の小売りを主要な販売ルートと
することで高価格販売されている．しかし伝
統市場流通が過半を占めるため、
常温パック卵、冷蔵卵の愛大には価格序列が
形成されているなかで、冷蔵卵と
卵、
ていないことが看取された．この背景として、
伝統市場が多数を占める鶏卵フ
ムの整備の遅れ、
不備、鶏卵生産・流通企業の戦略などの幾つ
かの要因が複合的に影響していることが指
摘できる．
 
⑹日本の鶏卵
 日本においては
は弱い
卵は
ータを分析したところ、非ケージ卵のシェア
は金額で
程度は異なる販売ルート、すなわち生協や有
機食品宅配業による販売と、ＰＯＳデータに
載ってこない
品店などによる供給ルートが主
卵供給ルートと考えられる．

飼養法別鶏卵価格（全米　年間平均　ドル／ダース）
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て社会的な議論が続いている．それは以前政
府が出したガイドライン面積基準よりも、実
際の流通・販売を認める
でも可としている点であり、これに対して市
民団体などは不買を呼びかけたり、鶏卵企業
でもガイドライン面積に準拠していること
をパッケージに記載して差別化を図ろうと
する企業もある．

台湾の鶏卵 

台湾では、AW
普及は遅れているものの、人道認証という
に対応したラベルシステムが存在しそのも
とで EU のケージの最低基準であるエンリッ
チドケージによる鶏卵が人道認證マークを
付けて一部の小売りを主要な販売ルートと
することで高価格販売されている．しかし伝
統市場流通が過半を占めるため、
常温パック卵、冷蔵卵の愛大には価格序列が
形成されているなかで、冷蔵卵と
卵、OR 卵の間には明確な価格序列が形成され
ていないことが看取された．この背景として、
伝統市場が多数を占める鶏卵フ
ムの整備の遅れ、
不備、鶏卵生産・流通企業の戦略などの幾つ
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程度は異なる販売ルート、すなわち生協や有
機食品宅配業による販売と、ＰＯＳデータに
載ってこない百貨店、高級スーパー、自然食
品店などによる供給ルートが主
卵供給ルートと考えられる．
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する企業もある． 
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でもガイドライン面積に準拠していること
をパッケージに記載して差別化を図ろうと

鶏卵のシェアは 1％～5
普及は遅れているものの、人道認証という
に対応したラベルシステムが存在しそのも
のケージの最低基準であるエンリッ

チドケージによる鶏卵が人道認證マークを
付けて一部の小売りを主要な販売ルートと
することで高価格販売されている．しかし伝
統市場流通が過半を占めるため、伝統市場、
常温パック卵、冷蔵卵の愛大には価格序列が
形成されているなかで、冷蔵卵と ERC 卵、
卵の間には明確な価格序列が形成され

ていないことが看取された．この背景として、
伝統市場が多数を占める鶏卵フードシステ

鶏卵流通をめぐる制度の
不備、鶏卵生産・流通企業の戦略などの幾つ
かの要因が複合的に影響していることが指

鶏卵としての市場展開
の統計によると日本の非ケージ

％程度のシェアである．しかし POS
ータを分析したところ、非ケージ卵のシェア

％程度に過ぎず、その差である
程度は異なる販売ルート、すなわち生協や有
機食品宅配業による販売と、ＰＯＳデータに

百貨店、高級スーパー、自然食
品店などによる供給ルートが主要なＡＷ鶏
卵供給ルートと考えられる． 

鶏卵価格比較  
パック） 

年 3月 3-4日調査
企業，量販店 6企業，コンビ
企業平均． 

＊＊，＊は１％，５％水準で統計的有意差有り 

放飼い
冷蔵,
平飼い

平飼い,
放飼い

101.7

(6)

106.6

(8)

115.2

(6)

102.9

(7)

118.1

(9)

128.7

(3)

多重比較検定

＊

＊＊

＊

＊＊

割を超える比
の基準をめぐっ

て社会的な議論が続いている．それは以前政
府が出したガイドライン面積基準よりも、実

基準は狭い面積
でも可としている点であり、これに対して市
民団体などは不買を呼びかけたり、鶏卵企業
でもガイドライン面積に準拠していること
をパッケージに記載して差別化を図ろうと

5％と
普及は遅れているものの、人道認証という AW
に対応したラベルシステムが存在しそのも
のケージの最低基準であるエンリッ

チドケージによる鶏卵が人道認證マークを
付けて一部の小売りを主要な販売ルートと
することで高価格販売されている．しかし伝

伝統市場、
常温パック卵、冷蔵卵の愛大には価格序列が

卵、CF
卵の間には明確な価格序列が形成され

ていないことが看取された．この背景として、
ードシステ

鶏卵流通をめぐる制度の
不備、鶏卵生産・流通企業の戦略などの幾つ
かの要因が複合的に影響していることが指

鶏卵としての市場展開
の統計によると日本の非ケージ

POS デ
ータを分析したところ、非ケージ卵のシェア

％程度に過ぎず、その差である4％
程度は異なる販売ルート、すなわち生協や有
機食品宅配業による販売と、ＰＯＳデータに

百貨店、高級スーパー、自然食
要なＡＷ鶏

 

 
日調査 
企業，コンビニ

 

平飼い,
放飼い

多重比較検定

＊

＊



 ＰＯＳデータでは、平飼い卵
放飼い卵
序列は形成されているが、
卵は、概ねどの店でも販売されているブラン
ド卵の価格より
ろに特徴がある．これまで平飼いの基準など
は存在していないものの、米国と同様に小売
店頭では序列が適正に形成されているのは、、
歴史的に先に指摘した宅配事業者や生協の
宅配事業で、平飼い卵を消費者が登録する形、
すなわち消費者を予め決めた形でフードシ
ステムを構築してきた経緯があることが、表
示や生産基準の面で事実上のスタンダード
形成が促され的可能性が強い．今後、ＪＧＡ
Ｐなどの公的な基準の適用がすすむと思わ
れるがそのもとでも宅配事業者の歴史的な
取組が基本となって展開していくと考えら
れる．
表 POS
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑺鶏肉の
 鶏卵だけでなく、鶏肉のＡＷへの取組も急
速に進んでいる．
イング、抗菌性物質不使用、赤鶏系品種の採
用といった区別を行い、慣行鶏肉と差別化を
図る国が多いものの、鶏卵と比較して、世界
的に独自の商品化が遅れており、国による違
いも大きい。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＯＳデータでは、平飼い卵
放飼い卵 91 円、有機卵
序列は形成されているが、
は、概ねどの店でも販売されているブラン
ド卵の価格より1
ろに特徴がある．これまで平飼いの基準など
は存在していないものの、米国と同様に小売
店頭では序列が適正に形成されているのは、、
歴史的に先に指摘した宅配事業者や生協の
宅配事業で、平飼い卵を消費者が登録する形、
すなわち消費者を予め決めた形でフードシ
ステムを構築してきた経緯があることが、表
示や生産基準の面で事実上のスタンダード
形成が促され的可能性が強い．今後、ＪＧＡ
Ｐなどの公的な基準の適用がすすむと思わ
れるがそのもとでも宅配事業者の歴史的な
取組が基本となって展開していくと考えら
れる． 
POS データの特徴

鶏肉の AW 
鶏卵だけでなく、鶏肉のＡＷへの取組も急
速に進んでいる．
イング、抗菌性物質不使用、赤鶏系品種の採
用といった区別を行い、慣行鶏肉と差別化を
図る国が多いものの、鶏卵と比較して、世界
的に独自の商品化が遅れており、国による違
いも大きい。 

ＰＯＳデータでは、平飼い卵
円、有機卵 110 円と飼養法毎の

序列は形成されているが、1個
は、概ねどの店でも販売されているブラン

1割程度安い価格であるとこ
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